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法務省保護局総務課精神保健観察企画官室

保護観察所による医療観察制度の
普及啓発の取組について
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○ケア会議

ケースを通じた理解・協力の促進

生活環境調整～精神保健観察期間中を通じて開催

○都道府県運営連絡協議会・地域連絡協議会

関係機関相互間の平素の連携確保（年１～２回）

保護観察所・都道府県主管課等による開催

〇各種研修会等

都道府県単位・地域単位の任意の取組

保護観察所・指定医療機関等の協働による開催

〇個別説明会等

障害福祉サービス事業者等を訪問しての説明実施
2

保護観察所が携わる普及啓発の場面



○保護観察所による研修会，説明会等の実施回数

全国50庁において 年間523回（平成30年）

総参加人数 9,723人

※主な参加機関の内訳

指定通院医療機関 101機関

指定を受けていない医療機関 89機関

障害福祉サービス事業者（受入経験有） 141施設

障害福祉サービス事業者（受入経験無） 200施設
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保護観察所による普及啓発の実施状況



○ 指定を受けていない医療機関，受入経験のない障
害福祉サービス事業者等への重点的な普及啓発

〇 指定通院医療機関・障害福祉サービス事業者等の
横の連携づくり（受入経験の共有）

〇 「見て，体験し，考える」～指定入院医療機関の見
学，グループワーク等

〇 当事者（元対象者）の話を聴く機会を設ける

〇 医療観察制度に限らない（精神保健福祉全般）の課
題も取り上げる
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より効果的な普及啓発のために



【函館】

医療観察事例の少ない地域での連携維持の必要性

管内全市町村（２市18町１村）の担当者を個別訪問

双方向の情報交換（各市町村の精神保健福祉の状況把握等）

【山形】

保護観察所と指定入院医療機関が協働し「山形県医療観察制
度関係機関連絡会」を開催

県内指定通院医療機関，保健所等が参加

①医療観察病棟の見学，②医療観察入院プログラムの実際に
関する講義，③グループワークによる意見交換を実施
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普及啓発の取組事例（１）



【沖縄】

指定入院医療機関と保護観察所が連携協力し「沖縄県医療観
察法ネットワーク協議会」を設置し，研修会を開催

県内指定通院医療機関，入所施設，相談支援事業所等が参加

①事例を通じたグループディスカッション，②保護観察所による
模擬ケア会議等を実施

【鳥取】

「医療観察ニュースレターとっとり」の発行（別添）

県内の医療観察関連情報のタイムリーな共有

関係機関等からの巻頭言の寄稿
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普及啓発の取組事例（２）



○ 『医療観察制度のしおり～ともに生きる地域
社会に向かって』

〇 『医療観察ガイドブック』

〇 『社会復帰調整官』
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【参考】普及啓発資料（パンフレット）
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ペリハンさん



医療観察ニュースレターとっとり第９号（平成３１年３月発行） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
内 容 

１  巻頭言 

２ 
 平成３０年度地域連絡協議会 

 （地域定着支援に係る関係機関連絡協議会） 

３  災害時の対応について 

４  編集後記 

                    医療観察法は，触法精神障害者に十分な精神医療を確保し，その社会復帰を促

進するため，平成１７年７月に運用が開始されました。改めて考えますと，医療

観察法は，対象行為の発生から医療を終了するまでの間に，本当に多くの専門家

が関与しており，その理解や相互の連携に支えられている制度といえます。 

                特に重要なのは，医療観察法による医療を行うべき対象者には，できるだけ早 

期にこの枠組みに入ってもらうということです。そのためには，対象行為発生後，

直ちに捜査が開始され，不起訴処分と同時に医療観察法の申立てがされるという流れを確保する必要があります。

「精神症状が安定してから捜査を進めた方がよいのではないか」との質問を受けることがあり，現実に措置入院

等が捜査に先行する事例もありますが，それでは医療観察法による医療の実施が遅れます。もともと医療観察法

は，既に精神保健福祉法が存在する中，触法精神障害者により適した医療を実施するために制定された経緯があ

り，対象者が急性期にあることを想定した手続的手当てもされていますので，仮に措置入院等になったとしても，

並行して捜査は進め，速やかに医療観察法の申立てを行うことが相当です。 

 また，前述のとおり医療観察法には多くの専門家が関与しており，目的は同じでも，立場や専門性の違いによ

り意見が相違することがありますし，遠隔地の環境調整など，意思疎通に困難を伴うこともあり得ます。このよ

うな場合，裁判所において，積極的にカンファレンスの場を設け，十分に協議しながら最適な処遇を模索したい

と思っています。裁判所は，各専門家からもたらされる多様な情報を集約し，専門家間の連携を円滑にするハブ

の役割を果たすべきなのですが，見えづらい部分もありますので，ご要望などがありましたら是非ご連絡くださ

い。 

 医療観察法のよりよい運用を目指し，制度に携わる皆様と密に連携していきたいと考えておりますので，今後

ともよろしくお願いいたします。 

 

医療観察ニュースレターとっとり 

＜発行＞ 鳥取保護観察所・社会復帰調整官室 

     〒680-0842 

     鳥取市吉方109 鳥取第３地方合同庁舎内 

       電話    0857-22-3518 

       ファックス 0857-37-0498 

第９号(平成３０年度版) 

 １ 巻 頭 言 「医療観察法について」     鳥取地方裁判所 裁判官  荒 木 未 佳    
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医療観察ニュースレターとっとり第９号（平成３１年３月発行） 
 

 

 

 

 

 医療観察ニュースレターとっとり 

 ２ 平成３０年度地域連絡協議会（地域定着支援に係る関係機関連絡協議会）  

 平成３０年度地域連絡協議会を，平成３０年８月３０日（西部地区対 

象），９月１３日（中部地区対象），９月２７日（東部地区対象）に鳥 

取刑務所において開催しました。 

 本会議は，鳥取刑務所，鳥取県地域生活定着支援センター，鳥取保護 

観察所が共催し，福祉的な支援を必要とする触法高齢者・障害者等の円 

滑な地域生活定着」を目的としております。 

 本年度のテーマは，「住居確保」について，入所施設等の方々を 

中心に，合計約１２０名の参加がありました。内容としては，①鳥取刑務所，鳥取県地域生活定着支援センター，鳥

取保護観察所から，住居確保に関する現状・課題についての説明，②鳥取県（住まいまちづくり課熊澤係長）からの

説明（鳥取県再犯防止推進計画から「住居確保のための取り組みについて」），③意見交換を行いました。 

 本会では，鳥取県から，鳥取県再犯防止推進計画における住宅確保の取り組みの一環として，「鳥取県家賃債務保

証事業」について説明を受け，住宅確保困難者の支援の充実について共有することができました。また，主催３機関

が抱える課題を参加者で共有し，参加者から，「課題を共有し，関係機関と協力していきたい。」旨の意見をいただ

くことができました。なお，本会では，刑務所内の見学など貴重な体験をさせていただきました。 

 鳥取保護観察所は，今後も，「福祉的な支援を必要とする触法高齢者・障害者等の円滑な地域生活定着」を目的と

して様々なテーマを設定し，本会議を開催したいと考えておりますので，御協力をお願いいたします。 

   平成３０年７月２６日に開催された，平成３０年度鳥取県医療観察制度運営連絡協議会において，中国四国厚生局

から，「医療観察法災害ガイドライン」が示されました。この「医療観察法災害ガイドライン」の内容は，主に指定

医療機関に関するものであるため，その他の関係機関等の対応等については示されていません。  

 鳥取保護観察所では，既存の災害時の対応について整理し，災害時における，対象者の継続的な医療の確保につい

て，各関係機関の方々と協議を行いたいと考えております。関係者からの御意見等を伺いながら，県内の災害時にお

ける連携の確保を図っていきたいと思いますので，御多忙とは存じますが，御協力をお願いいたします。 

 ※「医療観察法災害ガイドライン」については，インターネットでも閲覧できますので，「医療観察法災害ガイドライン」 

で検索してみてください。 

４ 編集後記 

  本ニュースレターは，年複数回発行し，関係機関の皆様

に，医療観察制度に関連する情報をタイムリーにお伝えで

きるよう心がけております。 

  本ニュースレターの内容等について御提案等があれば 

 お知らせください。 

鳥取保護観察所・社会復帰調整官室      

          電 話 ０８５７-２２-３５１８                   

          ＦＡＸ ０８５７-３７-０４９８ 

    

     

 ３  災害時の対応について  ３  災害時の対応について 
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